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第 5 章では，第 2 章から第 4 章までの検討結果を整理するとともに，海洋構造物の製作時に適用され
る各国船級協会規格，米国石油学会 (API)規格，米国溶接学会 (AWS2 水中溶接規格(案)などを
参照して，軟鋼及び50キロ級高張力鋼を用いた各種海洋構造物における局部乾式水中溶接法の適用区分
を示している。
第 6 章では本研究で得られた主要な結論を取りまとめている。
論文の審査結果の要旨
近年，海洋構造物の多様化にともない，その製作及び修理のために水中溶接技術確立の必要性が高ま
り，内外において研究が進められている。本論文は，海洋構造物の強度部材lζ局部乾式水中溶接法の適
用をはかるため，陸上における溶接の場合と比較して継手性能の評価を行い，局部乾式水中溶接法の適
用範囲を明らかにしたものである。
すなわち，まず軟鋼及び50キロ級高張力鋼を用いた系統的な実験と溶接部の冷却特』性に関する熱伝導
論的考察の結果に基づき，継手性能評価のための簡便な指標となる溶接熱影響部の最高硬さを鋼の組成
と溶接入熱条件から推定する実験式を導き，陸上溶接に近い冷却特性と継手性能を得るための溶接入熱
条件を明らかにしている。次に，局部乾式水中溶接法の適用範囲の拡大をはかるため，溶接部近傍に保
温材を設置して溶接部の冷却速度を緩和する方法(冷却緩和法)及 LJ鋼管構造物の溶接継手を誘導加熱
によって水中で局部焼なましする方法(水中焼なまし法)について検討を行いp これらの方法を適用す
ることによって水中溶接部の硬さ・延性・靭性などの諸性質を陸上溶接部の場合とほぼ同等にまで改善
出来る乙とを実証している。さらに，以上の結果を考慮し，軟鋼及び50キロ級高張力鋼を用いた各種海
洋構造物の溶接継手 lζ対する品質要求に応じて局部乾式水中溶接法の適用区分を提示している。
以上のように本論文は 局部乾式水中溶接による継手性能の評価とその実構造物への適用について有
用な知見を与えたものであり，溶接工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
{直あるものと認める。
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